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られた場合，限局性 limited，全身性 extensive に関わ
らず予後良好因子であり，graft versus myeloma 効果
　 血液疾患最新の治療：品川克至 　
表１　造血幹細胞移植
幹細胞源 ドナー 移植の種類 本邦での臨床の現状
骨髄 
BM
自己 自家骨髄移植 (auto-BMT) 確立
血縁者 同種骨髄移植 (allo-BMT) 確立
非血縁者 非血縁者間骨髄移植 (UR-BMT) 確立
末梢血 
PBSC
自己 自己末梢血幹細胞移植 (auto-PBSCT) 確立
血縁者 同種末梢血幹細胞移植 (allo-PBSCT) 確立 
(保険診療承認2000年４月)
非血縁者 非血縁者間末梢血幹細胞移植 (UR-PBSCT) 研究中
臍帯血 
CBSC





























である．しかし近年，tyrosine kinase inhibitor である 
imatinib の効果が実証され8)，慢性期における同種移
植の適応は減少した．人口動態の変化に伴い HLA 一
致同胞ドナーの減少により TRM の低い HLA 一致同
胞間移植が減少したことも一因と思われる．加速期
（accelerated phase；AP) や急性転化期（blast crisis；
BC) の場合は，imatinib にて寛解導入を図り，できる
限りすみやかに移植を施行するべきと考えられるが 




れている．また新規 tyrosine kinase inhibitor である，
dasatinib，bosutinib，nilotinib も今後重要な戦略とな

















４) 優れた quality of life (QOL) をめざして移植後






に末梢血幹細胞 (peripheral blood stem cell；PBSC) 
および臍帯血 (cord blood；CB) の３種類がある．
PBSC に関しては，歴史的に大量の末梢血白血球を分
離収集するための遠心分離装置の開発や granulocyte 












臍帯血移植 (cord blood cell transplantation) の急増
が注目される．





























く，慢性 GVHD の発症率が高いこと，また急性 GVHD 
発症率は両群で差がないことに関しては多くの研究で
一致している14,15)．非腫瘍性造血器疾患においては，




























移植では GVHD の発症が高率で TRM が増加する一
方，再発率が低下するためと考えられた17)．このよう




































































とが示されている．また karnofsky score も独立した
予後因子として指摘されており，骨髄破壊的移植が困
難な対象が多い RIST において全身状態の重要性を









































































１ない２抗原不一致であり，GVHD 予防は CSP/MMF 
である．生着は BU 群76％，CY 群94％であり，好中
球500/ﾗ以上に回復する期間はそれぞれ26日と9.5日








院 か ら の 報 告7)は 30 例 を 対 象 に，前 処 置 は 
Fludarabine/MEL/TBI４Gy，GVHD 予防は CSP ま
たは FK 単独で行われている．生着は93％で達成さ
れ，好中球500/ﾗ以上の回復に19.5日，Ⅱ～Ⅳ度の急













重症 GVHD の頻度も低い傾向にある．また感染症や 













管支炎 (brochiolitis obliterance；BO) が重要である．































る．次に慢性 GVHD は，１）いわゆる古典的な慢性 
GVHD（急性 GVHD の症候や特徴がみられない），２）
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